


































図書館について

　　

Ｑ３：一橋大学海外派遣留学制度では，どのようなことを支援してもらえるのでしょうか。
Ａ３：平成 29 年度には，108 人に奨学金が支給され，支援内容は，１年間の海外留学期間中の奨学金（往復国際航空運賃，

海外旅行保険及び地域別に定めた滞在費）でした。奨学金の支給人数，奨学金額については，今後変更する可能性があります。
なお，本留学制度では学生交流協定校への派遣留学となるため，奨学金の有無に関わらず，留学先の授業料は不徴収となりま
す（ただし，留学期間中，一橋大学の授業料は支払う必要があります）。

　　一橋大学海外留学制度のほか，一橋大学サマースクール等留学制度，短期海外研修，海外語学研修（いずれも単位認定をす
る授業として実施されます）に参加する場合にも，奨学金が支給されています。

Ｑ４：海外の協定校には，どのようなところがありますか。
Ａ４：平成 30 年 5 月 1 日現在で北米地域 11 校，中南米地域１校，オセアニア地域５校，アジア地域 22 校，欧州地域 31

校の計 70 校と大学間の学生交流協定を締結しています。
　（詳しくは留学のウェブサイト (http://international.hit-u.ac.jp/jp/abroad/haken2/index.html) を参照してください。）

Ｑ５：毎年何人くらい留学しているのでしょうか。
Ａ５：一口に留学といっても，短期のものから長期のものまで，また大学等から奨学金をもらって行くものもあれば，自費で

行くものもあるなど，いろいろな形態があるので，これらをすべて含めればかなり多くの学生が留学をしているといえるでしょ
う。

　　平成 29 年度は，短期海外研修により 33 人，海外語学研修等により 205 人，サマースクール等留学制度により 3 人，海
外派遣留学制度により 108 人，グローバルリーダー育成海外留学制度により 2 人の学生が海外に派遣されました。

Ｑ６：グローバルリーダー育成海外留学制度について教えてください。
Ａ６：対象は学部３～４年生で，派遣先はオックスフォード大学セント・ピーターズ・カレッジ，ＬＳＥ（ロンドン・スクール・

オブ・エコノミクス・アンド・ポリティカル・サイエンス），ハーバード大学，ケンブリッジ大学ペンブローク・カレッジとなっ
ており，各大学に１人ずつが留学できます。留学に必要な渡航費，授業料等については，大学が支援します。

Ｑ７：在学中に留学する場合，その間の授業料や出席日数についてはどのようになるのでしょうか。
Ａ７：留学願による留学期間中は，学籍管理上，留学身分となります。一橋大学海外派遣留学制度により学生交流協定校へ派

遣される場合などがこれに当てはまります。なお，留学身分では，留学中も授業料の支払義務があります。
　　授業の出席日数については，学期途中であれば受講日数不足になりますが，学期途中の例外的履修登録が認められる場合が

あります。また，単位互換制度により，留学先の大学で取得した単位が一橋大学の単位として認められる場合もあります。

Ｑ８：留学しても４年間で大学を卒業することは可能でしょうか。
Ａ８：ケース・バイ・ケースです。留学に当たっては，事前に指導教員や担当窓口とよく相談して，綿密な履修計画を立てて

いくことが大変重要です。

Ｑ９：国際交流の面では何に力を注いでいますか。
Ａ９：本学の学生に海外の大学で教育を受ける機会を供与し，日本や世界に貢献できる人材の育成に力を注ぐとともに，教育

の更なる国際化を図り，本学の学生がより幅広い経験や視野，国際理解及び国際的人脈を得ることにより，自由で平和な政治
経済社会の構築に資する知的，文化的資産を創造し，その指導的担い手となるよう育成することに力を入れています。

　　具体的には，１か月程度の研修から，半年から１年以内の留学，大学院では学位取得を目指す長期の留学等，多様な留学の
機会を提供しています。

Ｑ10：外国人留学生と交流するような機会はありますか。
Ａ10：平成 30 年５月１日現在で学内には 875 人の外国人留学生がいますので，積極的に交流することを意識すれば，機会

はたくさんありますし，国際交流を目的としたサークルも複数存在します。また，Hitotsubashi University Global 
Education Program（HGP）では講義がすべて英語で行われており，特に交換留学生が多く履修していますので，これら
の科目を履修することもよい機会になるかも知れません。さらに，本学の外国人留学生と日本人学生とが相互に語学を勉強し
あうことを目的としたランゲージコミュニティ (LC) や外国人留学生と日本人学生が混住する大規模な国際寮である小平国際
学生宿舎での学生宿舎チューター制度があります。学生宿舎チューター制度は，寮生及び寮に関するあらゆるサポートを，大
学から選出された学生が住み込みで行うものです。その中で，国際寮の執行部としての役割を担っているのがレジデント・ア
シスタント（RA），寮生の交流を現場で支援するのがコミュニティ・アシスタント（CA）であり，外国人留学生と日常生活
を通して交流する機会が豊富にあります。

Ｑ１：一橋大学の図書館にはどのような本があるのですか。
Ａ１：本学の図書館は，社会科学系の資料を中心に約 201 万冊の図書，17,800 タイトルの雑誌を所蔵しています。そ

の内の約 123 万冊は，自由に手に取って読むことができるフロアにあります。
　　また，本学では，専門資料が学部の資料室などに分散することなく図書館に集中して所蔵されていることも特徴の一

つで，教員が使うような図書を利用して高度な研究をすることができます。
　　その他，歴代の教員旧蔵の個人文庫など貴重な資料を集めて特色ある蔵書を構成しており，電子ジャーナルなどの新

しい形態の資料の収集にも努めています。

Ｑ２：学部の学生は，どのようなサービスを受けることができますか。
Ａ２：夏季や冬季の授業休業期間を除く授業期には，平日は 22 時まで，土・日・祝日は 20 時まで開館しています。開館日

数は年間 340 日以上です。図書は，同時に 10 冊まで，２週間借りることができます。目的の図書や雑誌がどこに配置され
ているかは，図書館のウェブサイトからオンライン蔵書目録で調べることができます。

　　ヘルプデスクでは，図書を始めとする様々な資料に関する質問に答えたり，国内外の大学図書館等から本学にない図書また
はその必要部分のコピーを取り寄せたりするサービスを行っています。なお，これら取り寄せの申込みや，図書館で購入して
もらいたい図書のリクエストは，インターネットを使って行うことができます。

　　また，ブラウザや文書作成ソフトウェアが利用可能なデスクトップ・パソコンのコーナーや，閲覧席で利用できる貸出用ノー
トパソコンがあります。持ち込んだ自分のノートパソコン等の端末をインターネットに繋ぐことのできる無線 LAN 環境も整
備されています。その他，各種の情報をいかに入手・活用するか分かりやすく講習するガイダンスも開催しています。

2018

Ｑ１：大学を休学して留学する場合の出発までの過程について詳しく教えてください。
Ａ１：留学にはいろいろなケースがあります。国際教育センター留学生・海外留学相談室では，海外留学全般の相談に応じて

おり，専門の教員がいつでも相談に乗りますので，入学後相談してください。なお，本学の海外留学制度等は以下のウェブサ
イトで紹介していますので，参照してください。

　http://international.hit-u.ac.jp/jp/abroad/

Ｑ２：海外留学のことについて詳しく教えてください。
Ａ２：１年間の交換留学を主とする「海外派遣留学制度」は学部３年生と４年生，大学院生が対象ですが，派遣される前年度

の夏学期に，派遣留学生を選抜しています。興味がある方は，１年生のうちから情報収集し，語学の準備をしたり，長期休暇
を活用して海外経験を積んだりすることをお勧めします。

　　また，以下に掲載する長期休暇中に行う短期の海外研修プログラム等にも参加できます。

2018

短期の海外研修プログラムは，授業として実施します。一橋大学海外派遣留学制度，グローバルリーダー育成海外留学制度及びサマー
スクール等留学制度は，派遣先大学で取得した専門科目の単位を本学にて単位互換申請することができます。
平成 30 年度の予定です。平成 31 年度以降は変更する可能性があります。

主な対象者 プログラム名 奨学金等 研修先・研修時期・条件等

学部 3 －４年生
　大学院生

一橋大学海外派遣留学制度
（交換留学制度）

大学基金等
（給付型）

●本学協定校への交換留学（留学期間１年以内）
●派遣先大学毎に異なる語学要件等有り
●募集人数 160 人程度
●単位互換認定可

学部３－４年生 グローバルリーダー育成海外留学制度
大学基金

（給付型）

●アメリカ・ハーバード大学
●英国・オックスフォード大学，ケンブリッジ大学，LSE
●派遣留学期間１年以内
●派遣先大学毎に異なる語学要件等あり
●募集人数４人程度
●単位互換認定

学部２－４年生 一橋大学サマースクール等留学制度
大学基金等
（給付型）

●アメリカ・ペンシルヴァニア大学
●アメリカ・スタンフォード大学
●アメリカ・カリフォルニア大学　ロサンゼルス校、アーヴァイン校、デーヴィス校
●イタリア・ボッコーニ大学
●英国・LSE
●英国・ロンドン大学アジア・アフリカ研究院
●英国・グラスゴー大学
●オーストリア・ウィーン経済大学
●スペイン・ESADE Business School
●デンマーク・コペンハーゲン経済大学
●フランス・パリ政治学院
●韓国・ソウル大学
●シンガポール・シンガポール経営大学
●中国・北京大学
●中国・中国人民大学
●香港・香港大学
●留学期間１～２ヶ月程度
●派遣先大学毎に異なる語学要件等あり
●単位互換認定可

学部生

短期海外研修（夏期・香港中文大学）

大学基金等
（給付型）

●中国・香港中文大学
●留学期間４週間程度（夏季授業休業期間中）
●６単位認定、大学院生は単位認定不可
●ビジネス体験１週間＋語学研修３週間
● TOEFL 500（ITP）以上が望ましい

短期海外研修（夏期・モナシュ大学・グロー
バル・プロフェッショナル・プログラム）

●オーストラリア・モナシュ大学
●留学期間４週間程度（夏季授業休業期間中）
●６単位認定
● TOEFL71（iBT），IELTS5.5 程度を有すること
● TOEFL530（ITP），TOEIC700 も可能

短期海外研修（春期・スペイン企業派遣）

●スペイン・Berge 社
●留学期間５週間程度（春季授業休業期間中）
●７単位認定
● TOEFL79（iBT），550（PBT），TOEIC730，IELTS6.5 程度　（ス

ペイン語能力（DELE 中級以上）保持者は優遇）

短期海外研修（春期・シンガポール経営大
学・マレーシア工科大学）

●シンガポール・シンガポール経営大学／マレーシア・マレーシア工科大学
●留学期間３週間程度（春季授業休業期間中）
●４単位認定
● TOEFL525（ITP）以上が望ましい

学部生

海外語学研修（英語）
大学基金等
（給付型）

●アメリカ・スタンフォード大学
●アメリカ・カリフォルニア大学デーヴィス校
●アメリカ・カリフォルニア大学アーヴァイン校
●アメリカ・ペンシルヴァニア大学
●アメリカ・ボストン大学
●アメリカ・テキサス大学オースティン校
●英国・グラスゴー大学
●英国・エセックス大学
●英国・サセックス大学
●オーストラリア・ニューサウスウエールズ大学
●オーストラリア・シドニー大学
●オーストラリア・クイーンズランド大学
●オーストラリア・モナシュ大学
●留学期間４週間または５週間程度（夏季又は春季授業休業期間中）
● 5-7 単位認定（派遣先大学により異なる）※ 2017 年度の場合
●派遣先大学毎に異なる語学要件等有り

ドイツ語短期海外語学研修
●ドイツ・アーヘン語学アカデミー
●留学期間４週間以内（夏季授業休業期間中）
●６単位認定
●大学院生も参加可能だが，単位認定不可

平成 30 年度の予定です。平成 31 年度以降は変更する可能性があります。
主な対象者 プログラム名 奨学金等 研修先・研修時期・条件等

学部生

経済学部短期海外調査（アジア新興国）
大学基金等
（給付型）

●今年度は中国を予定
●留学期間 10 日間程度（夏季授業休業期間中）
●連動する基礎ゼミナールとセットで履修し８単位認定（春・夏学期基礎

ゼミナール２単位、秋・冬学期基礎ゼミナール２単位、短期海外調査４
単位）

経済学部短期海外調査（ＥＵ圏）

●今年度はフランス、ドイツを予定
●留学期間 11 ～ 12 日間程度（春季授業休業期間中）
●連動する基礎ゼミナールとセットで履修し８単位認定（春・夏学期基礎

ゼミナール２単位、秋・冬学期基礎ゼミナール２単位、短期海外調査４
単位）

学部３－４年生
大学院生

法学部ＧＬＰ国際セミナー（ベルギー） 大学基金等
（給付型）

●今年度はソウル大学・ルーヴァンカトリック大学を予定
●留学期間２週間程度（夏季授業休業期間中）
●２単位認定
●全学部を対象とする

学部３－４年生 法学部ＧＬＰ国際セミナー（韓国／英国／
台湾／中国）

●今年度は韓国・英国・台湾・中国の４つのプログラムを予定
●留学期間は３日間～４日間程度
●２単位認定

社会学部２年生 社会学部ＧＬＰ海外短期調査
大学基金等
（給付型）

●留学先はフィリピン、マレーシアを予定
●留学期間は 7 日間程度（夏季集中講義期間中）
● 4 単位認定
●上書き履修不可、反復履修不可

また、各学部が実施する海外研修プログラムにも参加することができます。これらのプログラムは、授業として実施します。



図書館について

　　

Ｑ３：一橋大学海外派遣留学制度では，どのようなことを支援してもらえるのでしょうか。
Ａ３：平成 29 年度には，108 人に奨学金が支給され，支援内容は，１年間の海外留学期間中の奨学金（往復国際航空運賃，

海外旅行保険及び地域別に定めた滞在費）でした。奨学金の支給人数，奨学金額については，今後変更する可能性があります。
なお，本留学制度では学生交流協定校への派遣留学となるため，奨学金の有無に関わらず，留学先の授業料は不徴収となりま
す（ただし，留学期間中，一橋大学の授業料は支払う必要があります）。

　　一橋大学海外留学制度のほか，一橋大学サマースクール等留学制度，短期海外研修，海外語学研修（いずれも単位認定をす
る授業として実施されます）に参加する場合にも，奨学金が支給されています。

Ｑ４：海外の協定校には，どのようなところがありますか。
Ａ４：平成 30 年 5 月 1 日現在で北米地域 11 校，中南米地域１校，オセアニア地域５校，アジア地域 22 校，欧州地域 31

校の計 70 校と大学間の学生交流協定を締結しています。
　（詳しくは留学のウェブサイト (http://international.hit-u.ac.jp/jp/abroad/haken2/index.html) を参照してください。）

Ｑ５：毎年何人くらい留学しているのでしょうか。
Ａ５：一口に留学といっても，短期のものから長期のものまで，また大学等から奨学金をもらって行くものもあれば，自費で

行くものもあるなど，いろいろな形態があるので，これらをすべて含めればかなり多くの学生が留学をしているといえるでしょ
う。

　　平成 29 年度は，短期海外研修により 33 人，海外語学研修等により 205 人，サマースクール等留学制度により 3 人，海
外派遣留学制度により 108 人，グローバルリーダー育成海外留学制度により 2 人の学生が海外に派遣されました。

Ｑ６：グローバルリーダー育成海外留学制度について教えてください。
Ａ６：対象は学部３～４年生で，派遣先はオックスフォード大学セント・ピーターズ・カレッジ，ＬＳＥ（ロンドン・スクール・

オブ・エコノミクス・アンド・ポリティカル・サイエンス），ハーバード大学，ケンブリッジ大学ペンブローク・カレッジとなっ
ており，各大学に１人ずつが留学できます。留学に必要な渡航費，授業料等については，大学が支援します。

Ｑ７：在学中に留学する場合，その間の授業料や出席日数についてはどのようになるのでしょうか。
Ａ７：留学願による留学期間中は，学籍管理上，留学身分となります。一橋大学海外派遣留学制度により学生交流協定校へ派

遣される場合などがこれに当てはまります。なお，留学身分では，留学中も授業料の支払義務があります。
　　授業の出席日数については，学期途中であれば受講日数不足になりますが，学期途中の例外的履修登録が認められる場合が

あります。また，単位互換制度により，留学先の大学で取得した単位が一橋大学の単位として認められる場合もあります。

Ｑ８：留学しても４年間で大学を卒業することは可能でしょうか。
Ａ８：ケース・バイ・ケースです。留学に当たっては，事前に指導教員や担当窓口とよく相談して，綿密な履修計画を立てて

いくことが大変重要です。

Ｑ９：国際交流の面では何に力を注いでいますか。
Ａ９：本学の学生に海外の大学で教育を受ける機会を供与し，日本や世界に貢献できる人材の育成に力を注ぐとともに，教育

の更なる国際化を図り，本学の学生がより幅広い経験や視野，国際理解及び国際的人脈を得ることにより，自由で平和な政治
経済社会の構築に資する知的，文化的資産を創造し，その指導的担い手となるよう育成することに力を入れています。

　　具体的には，１か月程度の研修から，半年から１年以内の留学，大学院では学位取得を目指す長期の留学等，多様な留学の
機会を提供しています。

Ｑ10：外国人留学生と交流するような機会はありますか。
Ａ10：平成 30 年５月１日現在で学内には 875 人の外国人留学生がいますので，積極的に交流することを意識すれば，機会

はたくさんありますし，国際交流を目的としたサークルも複数存在します。また，Hitotsubashi University Global 
Education Program（HGP）では講義がすべて英語で行われており，特に交換留学生が多く履修していますので，これら
の科目を履修することもよい機会になるかも知れません。さらに，本学の外国人留学生と日本人学生とが相互に語学を勉強し
あうことを目的としたランゲージコミュニティ (LC) や外国人留学生と日本人学生が混住する大規模な国際寮である小平国際
学生宿舎での学生宿舎チューター制度があります。学生宿舎チューター制度は，寮生及び寮に関するあらゆるサポートを，大
学から選出された学生が住み込みで行うものです。その中で，国際寮の執行部としての役割を担っているのがレジデント・ア
シスタント（RA），寮生の交流を現場で支援するのがコミュニティ・アシスタント（CA）であり，外国人留学生と日常生活
を通して交流する機会が豊富にあります。

Ｑ１：一橋大学の図書館にはどのような本があるのですか。
Ａ１：本学の図書館は，社会科学系の資料を中心に約 201 万冊の図書，17,800 タイトルの雑誌を所蔵しています。そ

の内の約 123 万冊は，自由に手に取って読むことができるフロアにあります。
　　また，本学では，専門資料が学部の資料室などに分散することなく図書館に集中して所蔵されていることも特徴の一

つで，教員が使うような図書を利用して高度な研究をすることができます。
　　その他，歴代の教員旧蔵の個人文庫など貴重な資料を集めて特色ある蔵書を構成しており，電子ジャーナルなどの新

しい形態の資料の収集にも努めています。

Ｑ２：学部の学生は，どのようなサービスを受けることができますか。
Ａ２：夏季や冬季の授業休業期間を除く授業期には，平日は 22 時まで，土・日・祝日は 20 時まで開館しています。開館日

数は年間 340 日以上です。図書は，同時に 10 冊まで，２週間借りることができます。目的の図書や雑誌がどこに配置され
ているかは，図書館のウェブサイトからオンライン蔵書目録で調べることができます。

　　ヘルプデスクでは，図書を始めとする様々な資料に関する質問に答えたり，国内外の大学図書館等から本学にない図書また
はその必要部分のコピーを取り寄せたりするサービスを行っています。なお，これら取り寄せの申込みや，図書館で購入して
もらいたい図書のリクエストは，インターネットを使って行うことができます。

　　また，ブラウザや文書作成ソフトウェアが利用可能なデスクトップ・パソコンのコーナーや，閲覧席で利用できる貸出用ノー
トパソコンがあります。持ち込んだ自分のノートパソコン等の端末をインターネットに繋ぐことのできる無線 LAN 環境も整
備されています。その他，各種の情報をいかに入手・活用するか分かりやすく講習するガイダンスも開催しています。
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Ｑ１：大学を休学して留学する場合の出発までの過程について詳しく教えてください。
Ａ１：留学にはいろいろなケースがあります。国際教育センター留学生・海外留学相談室では，海外留学全般の相談に応じて

おり，専門の教員がいつでも相談に乗りますので，入学後相談してください。なお，本学の海外留学制度等は以下のウェブサ
イトで紹介していますので，参照してください。

　http://international.hit-u.ac.jp/jp/abroad/

Ｑ２：海外留学のことについて詳しく教えてください。
Ａ２：１年間の交換留学を主とする「海外派遣留学制度」は学部３年生と４年生，大学院生が対象ですが，派遣される前年度

の夏学期に，派遣留学生を選抜しています。興味がある方は，１年生のうちから情報収集し，語学の準備をしたり，長期休暇
を活用して海外経験を積んだりすることをお勧めします。

　　また，以下に掲載する長期休暇中に行う短期の海外研修プログラム等にも参加できます。
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